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北海道情報大学 数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル） 

「情報の世界」 

 

１． 授業概要 

デジタル社会において、数理・データサイエンス・ＡＩを日常の生活、仕事等の場で使いこなす

ことができる基本的素養を身に付けること、および数理・データサイエンス・ＡＩに関する知識・

技能を扱う際に、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でＡＩの恩恵を享受し、これ

を説明・活用できることを目指す。 

 

２．２０２５年度履修状況 

当該科目の２０２５年度履修者数は３３７名（１年生２７６名、２年生２１名、３年生２２名、

４年生１８名）であり、履修対象者数の約５７％となった。 

※履修対象者数： 

５９３名（３７４名（現１年生）＋３６８名（現２年生）＋４３５名（現３年生）＋４６１名（現

４年生）－１０４５名（２０２４年度までの修得者数)） 

 

３．２０２５年度成績状況 

授業における学修到達目標の達成度を試験により評価し、成績（ＧＰ）に反映した。 

成績は、秀１０８名、優９２名、良５９名、可４３名、不可３５名となり、約９０％の学生が単

位を修得している。 

【授業における学修の到達目標】 

●社会におけるデータ・ＡＩの利活用に関連し、社会の動向、実際のデータ、活用領域、技術、

を知る。 

●データ・ＡＩ利活用における留意事項（情報倫理など）について知る。 

●データを読み、扱い、説明するというデータリテラシーを身に付ける。 

 

４．２０２５年度自己点検・評価 

昨年度と比較し、履修率は約６５％から約６１％へと減少した。また、秀および優の割合は   

約８２％から約６６％へと低下し、単位修得率も約９７％から約９０％へと減少している。 

 成績分布の変化については、履修対象学年の拡大に伴い高学年履修者が一定数含まれていること

が一因と考えられる。一方で、約９０％の学生が単位を修得しており、学修の到達目標の基礎的達

成は概ね確保されている。 

 

５．改善点 

  学習支援の強化、補修教材の充実等を通じて基礎学力の底上げを図る。 

 

 

― 以 上 ― 


